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 微小光共振器に光を閉じ込め，カー効果による四光波混合によって発生する光周波数コム，いわゆ

るマイクロコムは 2007 年に初めてその現象が報告されてから，フォトニクス分野において一大ジャン

ルを築いてきた[1]．さらに 2014 年にはモード間で位相が揃ったソリトンマイクロコムが実現され，

様々な応用が提案されている[2]．近年では波長分割多重 (Wavelength Division Multiplexing: WDM) 光通

信の新たな光源として注目を集めているが，伝送応用で特に重要となる各コム成分の雑音についての

詳細な研究は限られている[3]． 

 そこで本研究では光伝送応用へ向けたマイクロコムのノイズ特性を調査した．FSR 400 GHz のシリ

コンナイトライド (SiN) マイクロリング共振器を用いて Fig. 1(a)-1(d)に示すスペクトルを持つコムを発

生させた．Fig. 1(e)に実験セットアップを示す．ここで特定のコム線を切り出し，RF ビートノイズと相

対強度ノイズ (Relative Intensity Noise) を測定した．ここで発生させたコムはそれぞれ “Turing pattern 

comb”, “MI comb phase Ⅰ”, “MI comb phase Ⅱ”, “Soliton comb”と区別し，ポンプ光の波長によって制御す

ることが可能である．Fig. 1(f)に各コム状態における RF ビートノイズを示す．また，各コム状態を用

いて強度変調方式による伝送距離 40 km の伝送特性の評価を行った．アイパターンの測定結果を各光

スペクトルの挿入図に示す．これにより雑音特性の観点から光通信に利用可能なコム状態を明らかに

することができた． 

Fig. 1(a)-(d) Optical spectrum of each comb. The input power was ~500 mW. Inset: Measured eye diagrams. (e) Simplified 

experimental setup. (f) RF beatnote of each comb state. 
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